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６月例会　視察見学会は、大阪・関西万博に行きました。
「いのちのあかし」シグネチャーパビリオンを見学してきまし
た。万博のシグネチャーパビリオンは、単なる展示ではなく、“問
いかけ”です。人と人のつながり、命の循環や再生などがテーマに
なっており、私たち一人ひとりが、自分の「命」と「役割」に向き合
うことで、より良い社会をつくる第一歩になるのだと、強く実感
しました。
社会の変化が加速する今こそ、命の価値を見つめ直すことの大

切さを強く感じました。女性として、母として、地域社会の担い手
として、命を育み支える存在である私たちにとって、このテーマ
はとても深く心に響くものでした。一人ひとりがかけがえのない存在であること。そしてその命が、過去
から未来へと確かにつながっていることを、五感で感じることができる素晴らしい体験でした。
全ての命を見つめ直し、未来へとつなげる責任を改めて実感する事ができ、万博での学びはとても深

かったです。

広報委員会
（株）こどもみらい創造研究所　芳村　文子

春日井駅近くで貸切ゲストハウス（民泊）を営んでいま
す。
５年前までは特別支援学校の教員でしたが、障害のあ
る教え子から「家の外で泊まったことがない」と聞き、一
軒家なら気兼ねなく宿泊体験できると考えました。春日
井商工会議所の創業塾に参加し、不安な中、一大決心で早
期退職して開業。その後も商工会議所に支えられ、今では
日進市や南知多町にもゲストハウスや甘味処を展開して
います。ゲストハウスは「子どもが帰省する時、家が手狭だから」「リフォーム中の仮住まいに便利だか
ら」として幅広く利用いただいています。
商工会議所では女性会にも参加し、仕事だけでなくプライベートな悩みも相談できる仲間に出会え
ました。１０月には、春日井まつりの「女性会マルシェ～レインボーハート～」に「守護神鑑定」「開運未
来流手相リーディング」を出展する予定で、とても楽しみです。

女性会では、随時会員を募集中です!
入会資格：春日井商工会議所の会員事業所の

女性経営者またはこれに準ずる方

私たちは、「起業女子」「事業承継女性」
「経営者を支える女性」を応援します

春日井商工会議所女性会 検 索

今後の行事予定

ステップアップ委員会
ふたばプロジェクト　鈴木　二葉

９月例会　９月９日(火）
女性会マルシェ説明会

１０月例会  １０月１８日(土)、１９日(日)
春日井まつり 女性会マルシェ開催
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春日井商工会議所青年部

７月９日（水）会議所にて「７月定例会」を開催しまし
た。本定例会は、４６年にわたり地域に根差した活動を
展開してきた青年部が、これまでに培ってきた行政との
信頼関係を基盤に、政策を提言することを目的とするの
ではなく、青年経済人の現場感覚に基づいた意見を市政
に反映させるため、市との対話の機会を創出し中小企業
支援策の拡充・見直しにつなげることを目指して開催を
しました。
当日は、石黒直樹 春日井市長、勝伸博 春日井市産業部
長、神村俊輔 愛知中小企業家同友会春日井地区会長（神
村電機工業株式会社 代表取締役）および同友会春日井
地区の会員の皆様をお招きし、行政・経済団体・青年経営
者が一堂に会する貴重な対話の場となりました。
前半の講話では、神村会長から、２０２４年４月に施
行された「春日井市中小企業振興基本条例」の制定に至
る背景や、現場の経営者の立場から見た条例の意義につ
いてお話しいただきました。同条例は、春日井市が地域
経済の要である中小企業の持続的な発展を支援するた
めの方向性を示したものであり、地域の声を反映した実
効的な内容が盛り込まれています。
続いて、石黒市長より、条例の基本方針に基づく市の
具体的な中小企業支援施策や、現在の市の経済状況、市
政の運営にあたって直面する課題と今後の展望につい
て詳細な講話がありました。市長の話には、地域の経済人との連携を重視する姿勢が明確に表れてお
り、行政と民間のパートナーシップ強化に向けた強い意志を感じる内容でした。
定例会後半では、石黒市長、勝部長、廣瀬会長が壇上に立ち、「青年経済人の声を市政に反映させる」
をテーマにディスカッションを実施。参加者はスマートフォンを通じたオープンチャット形式で意
見を投稿し、リアルタイムに意見が共有される双方向型の対話が実現しました。
ディスカッション内で出された提案は、地域で実際に経営を行う青年経済人の肌感覚に基づいた
ものであり、制度設計に反映されれば、より実効的な中小企業支援が可能になると期待されます。
本定例会は、単なる意見交換に終わることなく、今後の継続的な連携と制度化を目指す出発点とし
て位置づけられています。特に、「定期的な会議体の設置」は、制度に裏打ちされた持続的な対話の枠
組みとなる可能性を秘めており、行政と経済人の距離をさらに近づける契機になるものです。
私自身、今年度卒業年度を迎えるなか、中小企業を取り巻く環境は人口減少、後継者不足、人材確保
の困難、資材の高騰、そして気候変動など、年々厳しさを増しています。こうした中でも、私たち若手
経営者が自社の経営にとどまらず、地域の未来を見据え、広い視野を持った“経済人”として成長し続
けていくことが、春日井の持続的な発展には欠かせないと強く感じています。
青年部では、今後も地域との接点を大切にしながら、現場で感じる課題を行政・制度と結びつける
“橋渡し”の役割を果たしていきます。青年部の活動を通じて、地域経済と社会の持続的な発展に貢献
できる次世代経営者の育成に努めてまいります。

青 年 部 だ よ り
Ｓｐｒｉｎｇ Ｓｙｎｅｒｇｙ～ともに前へ、Ｔｏ Ｇｅｔ Ｔｈｅｒｅ！！～
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新入会員募集２０２５年度7月定例会

経営者から経済人への歩みを始めよう！

【2010年度入会】
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